
取組後の感想

【良かった点】
・手入れがなされず放置された森林を整備し、
下層植生を回復させる環境づくりを行うことがで
きた。

取組のきっかけ・経緯

・森林災害を危惧した森林所有者から、森林管
理についての相談を受け、本事業を実施するこ
ととなった。

間伐により林内に光が差し込み下草の生える環境
を整えた事例
事業名：環境貢献林整備事業
市町名：福山市

今後の展開

・公益的機能を持続的に発揮するために継続し
て森林管理を行う必要がある。

取組の内容

・事業主体：福山市
・実施場所：福山市新市町大字常
・業務委託先：広島県東部森林組合
・業務量：3.08ha
・業務金額：1,131千円
・業務期間：令和2年2月～3月

【整備前】 【整備後】



取組後の感想

【良かった点】
・成立本数が樹齢に対して多く、手入れがされて
いない現場だったが、今回の施業により不良木
の整理を行うことができた。

【悪かった点】
・一部の施業地では森林所有者が地元から離れ
ており、森林所有者との連絡や山の境界確認等
を行うことが難しかった。

取組のきっかけ・経緯

・森林所有者から人工林の手入れ、管理の方法
について相談があったため、山の調査を行い保
育間伐を実施した。

間伐により手入れ不足の人工林を整備した事例
事業名：環境貢献林整備事業
市町名：庄原市

今後の展開

・公益的機能を持続的に発揮するため、森林所
有者が定期的に管理していく必要がある。
・本事業地は若い世代へ相続が行われているた
め、継続的に管理していくことが期待できる。

取組の内容

・事業主体：庄原市
・実施場所：庄原市西城町油木
・業務委託先：西城町森林組合
・業務量：7.04ha
・業務金額：2,992千円
・業務期間：令和3年2月1日～2月12日

【整備前】 【整備後】



取組後の感想

【良かった点】
・作業道を利用して、山に行きやすくなった。
・山が明るくなり、隣接する道も日当たりが良く
なった。

取組のきっかけ・経緯

・個人で人工林の間伐をしたいとの要望があり、
施業を実施。
・将来のことを見据えて、作業道も同時に新設。

民有林における間伐の施業事例
事業名：環境貢献林整備事業
市町名：神石高原町

今後の展開

・他にも手入れ不足の山林があるため、この事
業を利用して、手入れを行う予定である。

取組の内容

・事業主体：山林所有者
・実施場所：神石高原町田頭41-1
・業務委託先：自主施業
・業務量：間伐面積 0.12ha

作業道延長 101.3m
・業務金額：205千円
・業務期間：令和2年11月～12月

【整備後】 【整備後】



取組後の感想

【良かった点】
・間伐により林内の下層植生が回復することで
健全な人工林の育成が期待できる。

【悪かった点】
・手入れがなされていない人工林はあるものの、
事業要件を満たさないため間伐を断念した場所
がある。

取組のきっかけ・経緯

・森林の公益的機能を持続的に発揮させるため、
手入れがなされず放置され、緊急に整備が必要
な人工林について間伐を行った。

手入れがなされず放置された人工林を間伐した事例
事業名：環境貢献林整備事業
市町名：安芸太田町

今後の展開

・本町は山林における人工林の占める割合が多
いものの、材価の低迷や所有者の代替わり等を
理由に手入れがなされていない面積も相対的に
広くなっている。今後も、広報や管内森林組合等
を通して所有者へ事業の利用を呼び掛けること
とする。

取組の内容

・事業主体：安芸太田町
・実施場所：安芸太田町内山林
・業務委託先：太田川森林組合

株式会社フロムフォレスト
・業務量：52.17ha
・業務金額：18,144千円
・業務期間：令和3年9月1日～令和4年3月25日

【整備前】 【整備後】



取組後の感想

【良かった点】
・町広報誌へ施業箇所の募集を掲載したことによ
り、事業要望だけではなく、自らが所有する山林
について関心を持たれた方からの問い合わせが
多くあった。

取組のきっかけ・経緯

・町内に森林を所有されている方からの要望や、
町広報誌による施業箇所の募集を行い、人工林
について整備を実施することとした。

人工林の公益的機能回復に取り組んだ事例
事業名：環境貢献林整備事業
市町名：世羅町

今後の展開

・近年の集中豪雨の状況に鑑み、今後も、長年
手入れのされていない人工林の整備を進め、森
林の持つ公益的機能の発揮を目指す。

取組の内容

・事業主体：世羅郡森林組合
・実施場所：町内39箇所
・実施量：17.81ha
・実施金額：7,486千円
・実施期間：令和4年6月4日～令和5年3月20日

【整備前】 【整備後】


